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1 背景と目的 

 学生の授業への出席を正しく記録することは，

教育機関において大変重要な課題である．本学

では授業毎に一人一人の学生用にパスワード紙

片を作成・配布する携帯利用出席管理の仕組み

を考案し[1]，これを実装したシステムを運用

してきた．結果，不正の防止には有効であった

が，紙片を作成する手間から，当該機能を利用

する教員は少数に留まっている．  

 本研究では，パスワード紙片の代わりに，パ

スワード表示用の電子ペーパー付 NFC タグを

用いることで，授業準備の手間の削減を図る．  

 

2 出席管理システムの概要 

 最初に，現行の出席管理システムについて説

明する． 

 
図 1 現行の出席管理システム 

 

図 1 に，現行の出席管理システム“Mobile-

MARS”の仕組みを示す． 

教員はまず，Web ブラウザ上で学生の人数分

の出席パスワード（ランダム生成された３～８ 
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桁の自然数）が記載されたエクセルファイルを

生成し，印刷する．次に，印刷されたパスワー

ドを配布用に１枚１枚裁断し，その紙片を一人

一人の学生に手渡しする．学生は各人の携帯電

話上のブラウザ画面で学生 ID とパスワードを

入力して Mobile-MARS サーバに送信すること

で，出席登録を行う． 

 本研究で開発した出席管理システムは，現行

システムにおけるパスワード紙片を電子ペーパ

ー付 NFC タグに変えたもので，クラウド上で

動作するパスワード生成・出席記録管理サーバ

と，パスワード情報を NFC タグに無線で書き

込む NFC 搭載 Android 端末とから構成される

（図２）． 

 
図２ 開発した出席管理システム 

 

3 システム環境/開発環境 

使用した電子ペーパー付 NFC タグ Smart 

Tag（株式会社アイオイ・システムズ製）は，

近距離通信によりデータを書込み，電子ペーパ

ー部に表示させることができる（図３）．書込

み用端末とタグ間の通信はその近傍外には漏え

いしないため，物理的にセキュリティが保障さ

れる． 

 
図３ 電子ペーパー付 NFC タグ 
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他，システムを構成するのに用いたプラット

フォーム,プログラミング言語や開発ツール等

を表１にまとめた． 

 

表１ 使用したシステムおよび開発環境等 

クラウド側 

プラットフォーム Google App Engine 

プログラミング言語 Java7 

開発ツール Eclipse + GAE for 

Java プラグイン 

パスワード書込み端末側 

端末 Google Nexus 7 2012 

（OS: Android 4.4） 

プログラミング言語 Java6 

ライブラリ Android4.4 SDK, 

jsoup-1.7.3 

開発ツール Android Developer 

Tools v22.3.0 

 

4 クラウド型出席管理サーバの概要 

出席管理サーバは，クラウドプラットフォー

ム Google App Engine 上で動作させることと

し，学生 ID やパスワード等はデータストアに

収納した． 

ユーザである教員と学生に提供する機能とし

て，出席パスワードの生成(教員側)，出席登録

や出席者の閲覧(学生側)の機能を実装した．以

下に Web ブラウザからアクセスした時の操作

手順を示す． 

 [操作手順](教員による操作時) 

① “パスワード生成”ボタンを押し，パス

ワードを生成する（図４左）． 

② パスワード一覧を確認する（図４右）． 

 
図４ パスワード生成と一覧の画面例 

 

[操作手順](学生による操作時) 

① 学生 ID と配布されたパスワードを入力

し，出席登録を行う（図５左）． 

② 出席者一覧から自分が出席しているかを

確認する（図５右）． 

 
図５ 出席登録と出席者一覧の画面例 

 

5 出席パスワード書込み端末の概要 

 ネットワークに接続された Android 端末で，

出席管理サーバで生成されたパスワードをネッ

トワーク経由で取得し，電子ペーパー付 NFC

タグに書き込んで表示させるプログラムを開発

し た ． 書 込 み は 書 込 み 補 助 ア プ リ

marblePORT 経由で行った．書込み後のタグ

を各学生に物理的に配布し，各自の出席パスワ

ードを伝達する． 

[操作手順] 

① アプリ画面において“PassGet”ボタンを

押し，パスワードを取得する（図６左）． 

② 取得された状態で marblePORT を起動

し，Smart Tag に書き込む（図６右）． 

 
図６ パスワード取得と書込の画面例 

 

6 動作検証結果と今後の課題 

 クラウド型出席管理サーバの動作(パスワー

ド生成，出席登録)，および書込用端末の動作

(パスワード取得，NFC タグへの書込)を確認

した．これらにより，電子ペーパー付 NFC タ

グをパスワード配布に用いた出席管理システム

の基本機能を実装し，検証した． 

今後の課題には，書込みプロセスの自動化や

速度向上，セキュリティ面での配慮が挙げられ

る． 
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